—— 大正 三年 十 一 月 一 一十 五日 学習 院輔仁 会に 

おいて 述 II 

私 は 今日 初めて この 学習 院と いう ものの 中に 違 入り 

ました。 もっとも 以前から 学習 院は 多分 この 見当 だろ 

うぐら いに 考えて いたに は 相違ありません が、 はっき 

りと は 存じませんでした。 中へ 這 入った の は 無論 今日 

が 初めてで ございます。 

しょうか い 

さきほど 岡 田さん が 紹介 かたがた ちょ つ とお 話に 

なった 通り この 春 何 か 講演 をと いう ご注文で ありまし 

たが、 その 当時 は 何 か 差 支が あって、 —— 岡 田さん の 



せんで したが、 二三の 新聞に ちょっと 出た という 話で 

すから、 あるいは その 辺の 事情 を 察せられて、 誰かが 

私の 代りに 講演 を やつ て 下さ つたの だろうと 推測して 

とつぜん 

安心し 出しました。 ところへ また 岡 田さん がまた 突然 

ま T 

見えた のであります。 岡 田さん は わざわざ 長靴 を 穿い 

て 見えた のであります。 (もっとも 雨の 降る 日で あつ 

たからで もありましょう が、) そう 云った 身斿 えで、 

早稲 田の 奥まで 来て 下す つて、 例の 講演 は 十一月の 末 

まで 繰り 延ばす 事に したから 約束 通り やっても らいた 

いという ご 口上な のです。 私 はもう 責任 を 逃れた よう 

に 考えて いた ものです から 実は 少々 驚ろ きました。 し 



秋刀魚 を 炙って 二人の 大名に 麦飯 を 勧めた と 云います _ 

さかな うま 

一 一人 は その 秋刀魚 を 肴 に 非常に 旨く 飯 を 済まして、 

そこ を 立 出た が、 翌日に なっても 昨日の 秋刀魚の 香 

が ぶんぷん 鼻を衝 くと い つた 始末で、 どうしても その 

味 を 忘れる 事が できない のです。 それで 二人のう ちの 

一 人が 他 を 招待して、 秋刀魚の ご馳走 をす る 事に なり 

むね うけた ま 

ました。 その 旨 を 承 わって 驚ろ いたの は 家来です。 

はんこう 

しかし 主命です から 反抗す る 訳に も 行きません ので、 

けぬき ぬ 

料理人に 命じて 秋刀魚の 細い 骨 を 毛 抜で 一 本 一 本 抜か 

して、 それ を 味 淋か何 かに 漬けた の を、 ほどよく 焼い 

て、 主人と 客と に 勧めました。 ところが 食う 方 は 腹 も 



減って いず、 また 馬鹿丁^な 料理 方で 秋刀魚の 味 を 

失った 妙な 肴 を 箸で 突つつ いて みたところで、 ちつ 

とも 旨くない のです。 そこで 二人が 顔 を 見合せ て、 ど 

う も 秋刀魚 は 目 黒に 限る ねと い つ たような 変な 言葉 を 

おち 

発した と 云う のが 話の 落に なって いるので すが、 私 か 

ら見 ると、 この 学習 院 という 立派な 学校で、 立派な 先 

生に 始終 接して いる 諸君が、 わざわざ 私の ような もの 

の 講演 を、 春から 秋の 末まで 待っても お聞きに なろう 

というの は、 ちょうど 大牢の 美味に 飽 いた 結果、 目 黒 

の 秋刀魚が ちょっと 味わって みたくな つたので はない 

かと 思われる のです。 



りこうなる のです。 

あなたが たは 立派な 学校に 入って、 立派な 先生から 

始終 指導 を 受けて いらっしゃる、 また その 方々 の 専門 

い つ ばんてき 

的 もしくは 一 般 的の 講義 を 毎日 聞いて いらっしゃる。 

それ だのに 私み たような もの を、 ことさらに よそから 

連れて来て、 講演 を 聴こうと なされる の は、 ちょうど 

しょうがん 

先刻お 話した お 大名が 目 黒の 秋刀魚 を 賞翫 したよう 

な もので、 つまり は 珍ら しいから、 一口 食って みょう 

という 料簡 じ やない かと 推察され るので す。 実際 をい 

うと、 私の ような ものよりも、 あなたがたが 毎日 顔 を 

じょ-つやと 

見て いらっしゃる 常 雇 いの 先生のお 話の 方が よほど 



う 飛び移ろう とのみ 思って いたので すが、 さて その 本 

領 というの が あるよう で、 無い ようで、 どこ を 向いて 

も、 思い切って やっと 飛び移れな いのです。 

私 はこの 世に 生れた 以上 何 かしなければ ならん、 と 

いって 何 をして 好い か 少しも 見当が つかない。 私 は 

き リ こどく 

ちょうど 霧の 中に 閉じ込められた 孤独の 人間の ように 

すく 

立ち竦んで しまった のです。 そうして どこから か 一筋 

の 日光が 射して 来ない かしらん という 希望よりも、 こ 

ひとすじ 

ちらから 探照灯 を 用いて たった 一 条で 好い から 先まで 

明らかに 見たい という 気がしました。 ところが 不幸に 

して どちらの 方角 を 眺めても ぼんやりして いるので す _ 



ぼうっとして いるので す。 あたかも 囊の 中に 詰めら 

れて 出る 事ので きない 人の ような 気持が する のです。 

きり 

私 は 私の 手に ただ 一 本の 錐 さえ あれば どこか 一 力 所 突 

き 破って 見せる の だが と、 焦燥り 抜いた のです が、 あ 

いに くその 錐 は 人から 与えられる 事 もな く、 また 自分 

で 発見す る 訳に も 行かず、 ただ 腹の 底で はこの 先 自分 

はどうなる だろうと 思って、 人知れず 陰欝な 日 を 送つ 

たのであります。 

私 はこうした 不安 を 抱いて 大学 を 卒業し、 同じ 不安 

を 連れて 松 山から 熊 本へ 引越し、 また 同様の 不安 を 胸 

,こ た .P こ 

の 底に 畳んで ついに 外国まで 渡った のであります。 し 



ィケン でも みんな 向う の 人が とやかく いうので 日本人 

しリ うま さわ 

も その 尻 馬に 乗って 騒ぐ のです。 まして その 頃 は 西洋 

もうじゅう い ば 

人の いう 事 だと 云えば 何でも かで も 盲従して 威張つ 

たもので す。 だからむ やみに 片仮名 を 並べて 人に 

吹聴 して 得意がった 男が 比々 皆是 なりと 云いたい く 

ひと 

ら いごろ ごろして いました。 他の 悪口ではありません _ 

こういう 私が 現に それだった のです。 たとえば ある 西 

洋 人が 甲と いう 同じ 西洋人の 作物 を 評した の を 読んだ 

とすると、 その 評の 当否 はまる で 考えずに、 自分の 腑 

に 落ちよう が 落ちまい が、 むやみに その 評 を 触れ 散ら 

うのみ 

かすので す。 つまり 鵜 呑と 云っても よし、 また 機械的 



どこから 出る かとい う 事 を 考えなければ ならなくなる _ 

さかのぼ 

風俗、 人情、 習慣、 溯 つて は 国民の 性格 皆 この 矛盾 

の 原因に なって いるに 相違ない。 それ を、 普通の 学者 

は 単に 文学と 科学と を 混同して、 甲の 国民に 気に入る 

お つ 

もの はき つと 乙の 国民の 賞讃を 得る にき ま つてい る、 

そうした 必然性が 含まれて いると 誤認して かかる。 そ 

こが 間違って いると 云わなければ ならない。 たとい こ 

ゆうわ 

の 矛盾 を 融和す る 事が 不可能に しても、 それ を 説明す 

る 事 はでき る はず だ。 そうして 単に その 説明 だけで も 

日本の 文壇に は 一 道の 光明 を 投げ与える 事が できる。 

—— こう 私 は その 時 始めて 悟った のでした。 はなはだ 



自分 も さぞ 愉快だろう、 人 も さぞ 喜ぶ だろうと 思 つ て 

著書 その他の 手段に よって、 それ を 成就す るの を 私の 

しょうがい 

生涯 の 事業と しょうと 考えた のです。 

その 時 私の 不安 は 全く 消えました。 私 は 軽快な 心 を 

もって ^欝な 倫敦を 眺めた のです。 比喩で 申す と、 私 

おうのう つるはし 

は 多年の 間 懊悩した 結果よう やく 自分の 鶴嘴 をが ちり 

ぼ く 

と 鉱脈に 掘り当て たような 気がした のです。 なお 繰り 

返して いうと、 今まで 霧の 中に 閉じ込まれた ものが、 

ある 角度の 方向で、 明らかに 自分の 進んで 行くべき 道 

を 教えられた 事になる のです。 

かく 私が 啓発され た 時 は、 もう 留学して から、 一 年 



しぎ おちい 

ならない 仕儀に 陥りました。 いろいろの 事情で、 私 

は 私の 企 てた 事業 を 半途で 中止して しまいました。 

私の 著わした 文学論 は その 記念と いうよりも むしろ 失 

なきがら きけいじ 

敗の 亡骸です。 しかも 畸形 児の 亡骸です。 あるいは 立 

派に 建設され ない うちに 地震で 倒された 未成 市街の 

はいきょ 

廃墟の ような ものです。 

しかしながら 自己本位 という その 時 得た 私の 考は依 

然として つづいて います。 否 年 を 経る に 従って だんだ 

ん 強くな ります。 著作 的 事業と して は、 失敗に 終リま 

した けれども、 その 時 確かに 握った 自己が 主で、 他 は 

賓 であると いう B 念 は、 今日の 私に 非常の 自信と 安心 



は. A もん くりき ス 

の 一 度 経過した 煩悶 (たとい 種類 は 違っても) を 繰 返 

しがち な もの じ やなかろう かと 推察され るので す。 私 

のように どこか 突き抜け たく つ て も 突き抜け る 訳に も 

つか やかんあたま 

行かず、 何か摑 みたく つても 薬缶頭 を摑 むように つる 

つるして 焦燥れ つ たくな つ たりす る 人が 多分 ある だろ 

うと 思う のです。 もし あなたがた のうちで すでに 自力 

ひと 

で 切り開いた 道 を 持って いる 方 は 例外で あり、 また 他 

の 後に 従って、 それで 満足して、 在来の 古い 道 を 進ん 

で 行く 人 も 悪い と はけつ して 申しません が、 (自己に 

安心と 自信が しっかり 附随して いるならば、) しかし 

もしそう でない としたならば、 どうしても、 一 つ 自分 



と いうので す。 

ろんし つま 

今までの 論旨 を かい 摘んで みると、 第一に 自己の 個 

性の 発展 を 仕遂げようと 思うならば、 同時に 他人の 個 

性 も 尊重し なければ ならない という 事。 第二に 自己の 

所有して いる 権力 を 使用し ようと 思うならば、 それに 

附随して いる 義務と いう もの を 心得なければ ならない 

という 事。 第三に 自己の 金力 を 示そうと 願うなら、 そ 

ともな おもん 

れに 伴う 責任 を 重 じなければ ならない という 事。 つ 

まりこの 三 カ条に 帰着す るので あります。 

これ を ほかの 言葉で 言い直す と、 いやしくも 倫理的 

に、 ある 程 S の 修養 を 積んだ 人で なければ、 個性 を 発 



自由 を 尊敬す るよう に、 小 供の 時分から 社会的 教育 を 

ちゃんと 受けて いるので す。 だから 彼らの 自由の 背後 

に はきつ と 義務と いう 観念が 伴つ て います。 

England expects every man to do liis duty といった 

有名な ネルソンの 言葉 はけつ して 当座 限りの 意味の も 

ので はない のです。 彼らの 自由と 表裏して 発達して 来 

た 深い 根柢 を もった 思想に 違ない のです。 

彼ら は 不平が あると よく 示威運動 を やります。 しか 

し 政府 はけつ して 干渉が ましい 事 をし ません。 黙つ 

て 放っておく のです。 その代り 示威運動 を やる 方で も 

ちゃんと 心得て いて、 むやみに 政府の 迷惑になる よう 



けいしそうかん じゅんさ 

て 、 警視総監が 巡査に 私の 家 を 取り巻かせたら どんな 

ものでしょう。 警視総監に それだけの 権力 は あるか も 

知れない が、 徳義 はそう いう 権力の 使用 を 彼に 許さな 

ごうしよ-つ 

いのであります。 または 三 井と か 岩 崎と かいう 豪商 

めしつかい 

が、 私 を 嫌う という だけの 意味で、 私の 家の 召使 を 買 

収 して 事 ごとに 私に 反抗 させたなら、 これ また どんな 

ものでしょう。 もし 彼らの 金力の 背後に 人格と いう も 

のが 多少で もあるなら ば、 彼ら はけつ して そんな 無法 

を 働ら く 気に はなれな いのであります。 

こうした 弊害 はみ な 道義 上の 個人主義 を 理解し 得な 

いから 起る ので、 自分 だけ を、 権力な り 金力な りで、 



好い と 認定した のか も 知れません。 とにかく その 批評 

が 朝日の 文芸欄に 載った のです。 すると 「日本 及び 日 

本人」 の 連中が 怒りました。 私の 所へ 直接に はかけ 合 

わなかった けれども、 当時 私の 下働き をして いた 男に 

取消 を 申し込んで 来ました。 それが 本人から ではない 

のです。 雪嶺さん の 子分 子分と いうと 何だか 

博奕 打の ようで おかしい が、 —— まあ 同人と いったよ 

うな ものでしょう、 どうしても 取り消せと いうので す- 

それが 事実の 問題なら もっともです けれども、 批評な 

ん だから 仕方がない じゃありません か。 私の方では こ 

ちらの 自由 だとい うより ほかに 途 はない のです。 しか 



かりめ がけて いる 人 はない はずです。 私の いう 個人 主 

ずき ん 

義 のうちに は、 火事が 済んでも まだ 火事 頭巾が 必要 だ 

と 云って、 用 もない のに 窮屈が る 人に 対する 忠告 も 含 

まれて いると 考えて 下さい。 また 例になります が、 昔 

し 私が 高等学校 にいた 時分、 ある 会 を 創設した ものが 

ありました。 その 名 も 主意 も 詳しい 事 は 忘れて しまい 

ひょうぼう 

ましたが、 何しろ それ は 国家主義 を 標榜した やか ま 

しい 会でした。 もちろん 悪い 会で も 何でもありません _ 

当時の 校長の 木 下 広 次さん など は 大分 肩 を 入れて いた 

様子でした。 その 会員 は みんな 胸に めだる を 下げて い 

めんこう む 

ました。 私 はめ だる だけ は ご免 蒙り ましたが、 それ 
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